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The aim of this study was to test a hypothetic model that captured the formative factors
for psychological commitment and team identification, and the relationship between
psychological commitment, team identification, and behavioral intention, based on projected
results derived from structural equation modeling. Data-to-model compatibility was
confirmed through a confirmatory factor analysis using data collected from 209 members of
the V. Premier League Supporters Club. Scale reliability, convergent validity, and
discriminant validity were also confirmed.
With regard to the relationship between psychological commitment, team identification, and
behavioral intention, it was revealed that team identification had an impact on psychological
commitment and behavioral intention. Moreover, team identification’ s direct impact on
behavioral intention was greater than its impact on behavioral intention through psychological
commitment. At the same time, there was no significant pass of psychological commitment on
behavioral intention, and thus it was concluded that there was no influence of psychological
commitment on behavioral intention.
In addition, it was discovered that game satisfaction was a formative factor in psychological
commitment while private evaluation was a formative factor in team identification. In






commitment) (Mahony et al.，2000) として概念化されてきた．注1) 一方社会的アイデンティ





James (2006) が熱狂的なファンに至るまでの心理的連続性に着目して Psychological
Continuum Model (PCM) を提案している．PCM では心理的結びつきを認知 (awareness)，魅
了 (attraction)，愛着 (attachment)，忠誠 (allegiance) の 4 段階に分け，心理的結びつきを垂直










きた (Sumino and Harada, 2004；Trail et al., 2005)．これは，心理的な結びつきが行動にどう
結びついていくかという関心から，あるいは実際のチーム運営に役立てていくという視点からで
ある．行動意図は将来の行動に関係している (Ajzen，1991) とされる一方で，実際の行動に結び



































































いる．観戦者行動研究において Heere et al. (2011) は，州へのアイデンティティ，街へのアイデ
ンティティが大学に対するアイデンティティを形成し，さらにそれがチームアイデンティフィ














Heere et al. (2011) と同様，社会的評価，自己評価を設定した．
2.3. 仮説モデル


















る．また Stevens and Rosenberger III (2012) は，チームアイデンティフィケーションからロイ
ヤルティ（ただしここでのロイヤルティは態度的・行動的両側面を含んだロイヤルティ）への影
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図 1 本研究で検討するモデル

















調査は，サポーターズクラブ会員を対象に，2013 年 11 月に行われた．調査の趣旨を説明した
依頼文を同封すると共に，調査票の表紙に個人は特定されないこと，答えられる範囲で答えても
らうこと等を明記し，調査への協力が得られるよう配慮した．またチームを通じて郵送にて配
布・回収を行い，個人情報についても配慮した．配布数 1655，回収数 381（回収率 23.0％）であっ




心理的コミットメント：心理的コミットメントの尺度として，Heere and Dickson (2008) によ
る態度的ロイヤルティ尺度(Attitudinal Loyalty to Team Scale：ALTS) を用いた．ALTS は，
実証研究を経て多くの論文で用いられている．ALTS は 4 項目から成る．
チームアイデンティフィケーション：チームアイデンティフィケーションには一次元で測定す
る尺度 (Wann and Branscombe，1990)，多次元で測定する尺度 (Heere and James，2007) があ
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る．本研究では回答者の負担を考慮し一次元の測定尺度を用いることとし，Wann and
Branscombe (1990) のスポーツ観戦者アイデンティフィケーション尺度 (Sport Spectator











かという関心から，行動意図を再観戦意図 1 項目で測定することとした．項目は Yoshida and
James (2010) を参考に，「（チーム名）の試合を見に行く可能性は」とし，とても低い（１）から
とても高い（７）の 7 段階で回答を得た．
観戦者満足：Yoshida and James (2010) のサービス満足 (Service satisfaction)，試合満足
(Game satisfaction) の尺度を採用した．サービス満足，試合満足はそれぞれ 3 項目で構成され
る．
試合会場の魅力：試合会場の雰囲気は Yoshida and James (2010) の試合の雰囲気 (Game
atmosphere) の項目を用いた．試合の雰囲気は 5 項目から構成されるが，探索的因子分析を行う
前に先行研究を基に作成した質問項目 3 項目を用いることとした．これら 3 項目には質問の中に
雰囲気という言葉が使われており，適切に試合会場の雰囲気について測定できると考える．観衆
の賑わいは Yoshida at al. (2013) の観衆の賑わい (Crowd experience) 3 項目を用いた．
外集団へのアイデンティティ：尺度は Trail et al. (2003) の愛着点指数 (Point of Attachment
Index：PAI) より地域へのアイデンティフィケーション (Identification with the community)




られることから，Heere et al. (2011) のグループアイデンティティ尺度の社会的評価 (Public
evaluation)，自己評価 (Private evaluation) に関する項目をそのまま用いた．社会的評価，自己
評価はそれぞれ 3 項目から成る．







Reliability) を算出して行う．また収束的妥当性の検討には CR と AVE (Average Variance
Extracted) を用いる．弁別的妥当性の検討には各変数の AVE と因子間相関の二乗を用いる．
最後に構造方程式モデリングを用いて仮説モデルの検証を行う．
分析は，SPSS22.0 および Amos18.0 を用いて行う．
４ . 結果
4.1. 回答者の属性
調査対象者の属性を表 1 に示す．調査対象者は女性 70.4％ (n=209) ，男性 29.6％(n=88)であ
り，平均年齢は 46.4 歳であった．2012-2013 シーズンの平均観戦回数 5.8 回（観戦機会 36 回）で
あった．会員種別カテゴリー 1（年会費 10,000 円）は 62.3％，カテゴリー 2（年会費 3,500 円）
は 37.4％であった．会員歴は 1 年未満から 3 年までが多く，全体の 32.6% を占めた．職業は会








わい (γ=.70, p <.01)，観衆の賑わいの項目「チームに対して歓声をあげたり歌ったりするサポー
ターと一緒にいることは楽しい」と会場の雰囲気 (γ=.71, p <.01) において強い相関がみられ
た．本来であれば他変数と強い相関がみられた項目は削除すべきであるが，いずれの項目も変数
の解釈に必要であると判断し，残すこととした．次に潜在変数の信頼性と妥当性を検討するため
に確認的因子分析を行った．その結果χ2/df = 1.99(基準値 3.00 以下)，CFI (comparative fit




成概念信頼性 (Construct Reliability) を算出して行った（表 2）．Cronbach のα係数は基準値（α
=.72 以上：Nunnally，1978）を満たし，構成概念信頼性も基準値(CR=.70 以上：Fornell and
Larcker，1981）を満たしている．以上より尺度は信頼性を備えているといえる．収束的妥当性
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表 1 調査対象者属性
については，CR と AVE (average variance extracted) を用いた（表 2）．基準値 (CR=.70 以上
かつ AVE=.50 以上：Fornell and Larcker，1981）をすべて満たしたことから収束的妥当性が確
認された．また，弁別的妥当性を検討するために各変数の AVE と因子間相関の二乗を比較した












=.28, p <.01 であった．したがって，チームアイデンティフィケーションは行動意図へ正の影響
を及ぼすという仮説 2 については支持された．さらにチームアイデンティフィケーションから心








モデルにおける決定係数 (R2) は心理的コミットメントで R2=.63，チームアイデンティフィ
ケーションで R2=.73，行動意図で R2=.19 であった．つまりサービス満足，試合満足，試合会場
の雰囲気，観衆の賑わいで心理的コミットメントの分散の 63％が，地域への愛着，チームを組織
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